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1 はじめに

近年，WWW技術の発達により一般の計算機向けの
Webページでは，リアルタイム性，およびインタラク
ティブ性のあるWeb上での情報発信，情報の共有が盛
んに行われている. また，携帯電話からのインターネッ
トへのアクセスは既に日常生活に組み込まれたものと

なってきている．現在では，携帯電話向けのWebブラ
ウザが開発されており，一般のWebページにアクセス
可能になってきているが，小型化されたデバイス特有

の制約があり，一般の計算機向けのようなWebページ
でのリアルタイム性およびインタラクティブなWeb上
での情報発信・共有は携帯電話上では難しい．

本研究では，携帯電話環境におけるコンテンツ同期

システムを構築する．本システムを用いることでコン

テンツのプッシュ型配信を実現し，携帯電話上でもリ

アルタイム性およびインタラクティブ性のある情報発

信・共有を用いたWebページを利用可能にできる．ま
た，その応用システムとして，携帯電話上での広告配

信システムおよびプレゼンテーションシステムを試作

する．

2 既存の同期システムと携帯端末での問題

携帯電話環境でもサーバ側からクライアントに情報

をプッシュするシステムがある．携帯端末でのHTTPプ
ロトコルを用いた疑似双方向通信によるコンテンツの

同期システムも研究されている [1]．しかし，DoCoMo
の iアプリ用の Java拡張ライブラリを用いた独自クラ
イアントを用いた実装であり，他社の携帯電話に対応

したクライアントではない．また，同期するコンテン

ツも独自のものであり，Webコンテンツを対象にした
ものではない．

携帯電話環境上でWebコンテンツ同期システムを構
築するにあたって，次に挙げる主な 3つの問題がある．
第 1に，HTMLから余分な仕様を除いたサブセット

として定義された CHTMLというコンテンツ記述言語
を用い，閲覧可能なメディアやスクリプトに対する携

帯電話の対応が遅れている．よって，一般の計算機向

けのWebページをそのまま表示することはできない．
第 2に，システムリソースが少なく消費リソースの
削減およびアプリケーションサイズの小型化を行う必
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図 1: コンテンツ同期配信の仕組み

要がある．クライアント方式のシステムの場合は通信

以外にもブラウザの機能を実現する必要があり，クラ

イアントプログラムの容量が大きくなってしまう．

第 3に，ネットワークの帯域が少ないため，通信す
るデータ量を削減しなければならない．擬似的な双方

向通信を行なう方法もあるが，携帯電話が個人情報を

凝縮した端末であるという性質上，インターネットへ

のアクセスに関して特に制約がきつく，また双方向通

信実現は通信頻度が上がってしまう問題がある．

3 携帯端末におけるコンテンツ同期のアプ
ローチ

本研究では，前述のような携帯電話でのWebコンテ
ンツの同期環境実現での問題について，Webコンテン
ツの同期，通信，および操作などを組み込んだ Javaア
プレットにより解決する．Javaアプレットの実行機能
は多くの携帯電話で搭載され，通信機能などを始めか

ら持っている．通信に関しては，サーバでのスケジュー

ルによるWebコンテンツ作成を行うことで必要なコン
テンツを一度の通信で送り，コンテンツの更新のため

の通信の頻度を減らすことを試みる．

本研究のWebコンテンツの同期の概要図を図 1に示
す．携帯からのリクエスト時にサーバ側でコンテンツ

を組み込むことで，現在の最新コンテンツをユーザに

提供することが出来る．コンテンツの閲覧があらかじ

め読み込んだコンテンツの有効期間内の短時間であれ

ばコンテンツを入れ替える必要は無い．しかし，閲覧
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図 2: 広告コンテンツ配信例

が長時間にわたる場合や，コンテンツを保存しておい

てあとで閲覧する場合など，コンテンツの有効期間が

切れることがある．その場合は，サーバにアクセスし

て最新のコンテンツに更新する．

4 提案システムの実装

本節では提案した手法を用いたシステムの実装例を

示す．

広告配信システム

Wisdom Ad balloon[2]は一般のブラウザ向けに宣伝
をリアルタイムにプッシュ配信する広告配信システムで

ある．本稿ではWisdom Ad balloonの広告配信機能と
連携した携帯電話上への広告配信機能を実装した．本

システムでは，ユーザがリクエストしたWebページに
対してWebコンテンツの同期を用いた広告の配信を行
う．提案するWebコンテンツの同期手法を用いること
でサーバ側の広告管理に同期して携帯電話上で広告の

掲載が行える．図 2に広告配信例を示す．
プレゼンテーション資料閲覧支援システム

図 3に示したWisdom GekijoはWebブラウザによる
プレゼンテーション閲覧システムである．JavaScriptと
CGIを用いてプレゼンテーション資料の同期閲覧を可
能にしている．

本研究は，先に説明したように，サーバ上のWebコ
ンテンツと携帯電話で表示する Web コンテンツとの
同期を目的としている．携帯電話上でのプレゼンテー

ション資料の閲覧機能にWebコンテンツの同期手法を
用いることで，プレゼンテーション資料の表示支援を

行う．本システムのプレゼンテーション資料の閲覧機

能は，講演者が示しているスライドと同じスライドを

携帯電話上で表示させることができる機能である．閲

覧者が，講演者が示すページのスライドに変更しよう

と同期のボタンを押すアクションをとったり，他のペー

図 3: Wisdom Gekijo

ジにスライドを変更しようとしたときに，閲覧者の見

ているページを講演者が示しているページと同期させ，

変更することが可能である．携帯電話の通信の制限上

の問題で，完全なリアルタイム同期は不可能であるが，

閲覧者がアクションをとる限り講演者が示すスライド

と閲覧者が閲覧するスライドを同期させることが可能

であるので，講演時でのスライド資料閲覧への制限を

かけることができると考える．また，講演者の操作で

閲覧資料の同期モードを解除することで，質問応答な

どで閲覧者が自由にスライド資料を閲覧できるという

ことはプレゼンテーションの場の資料閲覧の支援にな

ると考える．

5 おわりに

本稿では，携帯電話環境におけるコンテンツ同期配

信システムについて述べた．本システムにより，リア

ルタイム性，およびインタラクティブ性をWebコンテ
ンツに持たせることが可能になった．また，本システ

ムの応用例について述べた．
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